
令和元年度 福井型コミュニティ・スクール実施報告書  

                               永平寺町志比小学校  

 

１「家庭・地域・学校協議会」の運営について 

 

（１）「家庭・地域・学校協議会」の構成          （２）協議会の開催計画 

 

①読み聞かせグループ「ひよどりブック」代表（１名） 

②地域団体｢愛菜グループ｣代表（１名） 

③地域団体「花谷城山会」代表（１名） 

④志比幼児園長 

⑤志比小学校ＰＴＡ会長 

⑥校長   ⑦教頭   ⑧教務  

 

※地域コーディネーター（１名） 

 「花谷城山会」会員 

 

 ○開催回数  ３回 

 ○開催日程 ５月 23日(木)  

             11月 22日(金） 

       ３月 5日(木） 

○協議内容 

   ・ｽｸｰﾙﾌﾟﾗﾝと学校経営      

・家庭や地域全体の教育 

  ・地域学習 

   ・子どもの安全           

   ・学校評価について 

・次年度に向けての方策         

・ＰＴＡ活動について 

 

 

（３）協議会における成果と課題 

   協議会委員の協力を得ながら、地域のボランティアやゲストティーチャーを活用して、地域にふ

れる学習を積極的に行った。「愛菜グループ」の方からは、地域の食文化である『葉っぱ寿司』の

作り方を教わり、児童は食体験を行うことができた。また、｢花谷城山会｣の方の協力を得ながら、

城山をアピールすることで地域を活性化させる取り組みに児童が参加することができた。 

   協議会委員の方々には、学校開放デーや行事等を参観して頂き、学校とは違う立場から、子ども

の教育について様々な意見を頂くことができた。今後も、児童の実態を深く理解して頂きながら、

地域の特色を生かした教育活動をさらに進めて行くことが課題である。 

 

２ 地域と進める体験活動 

（１）活動のねらい 

  この１０年間で志比小学校の児童は８０名程度減少した。現在、１４３名の学校である。今後も人

口減少が進み、数年後には児童数が１００人程度となることが予想されている。大都市への人口の集

中が進み、地方の過疎化が問題となっているが、志比小学校区でも人口の減少は深刻な問題である。

こうした背景を受けて、小学校の教育活動の中に、地域を知る活動や地域の方々と共に行う活動を取

り入れることで、地域への愛着を育むことが大切であると考えている。地域を誇りに思い、地域を愛

する児童の育成を通して、地域の活性化に繋げることを目的として、本活動を実施する。 

 



（２）活動の実際 

①地域の歴史を学ぶ 

 ６年生は松岡古墳群の一つである手繰ヶ城山古墳を見学し、１学期に社会科の授業で学習した内容

をもとに、古墳時代の当地域の様子について学習をした。福井平野を見渡せる壮大な手操ヶ城古墳の

見学を通して、当時の人々の苦労を実感するとともに、古墳に葬られている豪族の力の大きさを感じ

ることができた。 

５年生は、専門知識を有する外部講師を招き、当地域の豪族であった波多野氏と山城跡がある城山

についてや、波多野氏と朝倉氏の関係などについての話を聞いた。当時、波多野氏は朝倉氏と主従関

係にあり、城山の山城は外敵の動きを見張り、その進入を防ぐために必要なものだったことを学ん

だ。 

３年生は、波多野氏に招かれた道元禅師によって開かれた大本山永平寺を見学し、七堂伽藍の荘厳

さに触れるとともに、座禅体験等を通して禅の心についての理解を深めた。 

 

②地域の名所作り ～城山登山を通じて～ 

本校では数年前より、校歌にも歌われている城山について学習している。児童は、何度も城山登山

を行いながら城山の歴史や自然について学び、地域の名所として城山を活性化させる様々な取り組み

を考えてきた。また、戦国武将の甲冑を模した段ボール甲冑を着て地域を練り歩く「子ども甲冑行

列」に初めて参加し、城山をアピールすることもできた。 

今年度は、昨年度から取り組んでいた城山の自然について学んだことを表した看板を完成させるこ

とができた。そして、この看板を城山に設置して登山者に楽しんでもらうことができた。また、城山

のイメージキャラクターを数点デザインし、「永平寺灯籠流し」のお客さんに投票してもらって、キャ

ラクターを決定するイベントを通して、城山をアピールした。「子ども甲

冑行列」についても、児童のアイデアを生かして、ただ歩くだけでなく、

チャンバラ合戦や弓矢体験等を取り入れることで、より楽しめるイベント

にすることができた。 

５年生は、城山を更に活性化させるために何ができるかを考え、地域の

方々の前で発表し、自分たちの考えをより具体的で実効性のあるものにす

ることができた。今後は、この時の様々な取り組みのアイデアを実現させ

ていくことが目標となっている。            

 

③修学旅行での「永平寺町と城山のアピール活動」         

 ６年生は、修学旅行で訪れた京都市街で、永平寺町と城山をアピールする活動を行った。児童は志

比小のオリジナルＴシャツを着て、城山をアピールするのぼり旗を立てて、永平寺町と城山のおすす

めポイントを発表した。（これらのＴシャツや

のぼり旗は６年生児童がデザインしたものであ

る。）また、手作りの永平寺町パンフレットを

通りかかった人たちに手渡し、永平寺町に来て

もらえるように呼びかけることもできた。 

修学旅行で、県外の人に永平寺町や城山の良

さをアピールできたことは大変有意義だった。 

 

城山のキャラクター 

「城守（しろまる）」 



（３）地域コーディネーターの活動概要 

  ４月：活動計画の打合せ 

  ５月：城山登山（課題作り）  

  ７月：城山への看板設置 

８月：「永平寺灯籠流し」での 

城山イメージキャラクター投票協力  

 １０月：城山登山 

５年生の活性化プラン発表会への参加（助言） 

子ども甲冑行列  

（４）特に工夫した事項 

  ・地域の方と十分に話し合い、児童の思いと地域の方の思いが重なるような活動となるように心が

けた。児童のやってみたいという思いを大切にしながら、城山を活性化させるという一つの目標

に向かって、地域の方と児童が協力して活動できるように計画し、実施した。 

  ・地域コーディネーターを中心に、花谷城山会や各地区町内会等、各種団体と連携することで、組

織としての継続的な協力体制を築くことができた。      

（５）成果と課題 

  ・地域の歴史を学ぶことで、永平寺町には価値ある歴史的、文化的遺産が多く存在することを知

り、自分たちの暮らす地域を誇りに思う気持ちを育むことができた。 

・地域の方と児童が、一緒に楽しく活動する中で、活動の範囲が学校から地域、永平寺町、さらに

県外と広がっていくたびに、子どもたちのやりがいも大きくなっていった。自分たちだけではで

きない活動を、地域の方と協力しながら実現することができた。活動を通して、児童の成長を確

実に感じることができた。 

  ・学校という場所が、児童と地域、町とをつなぐ拠点となり、地域の方が学校という場所を身近に

感じられたと思う。児童にとっても地域の方と親しくなることで、学校以外の場でも声を掛け合

い挨拶を交わすなど地域との親密感が以前よりも増した。たくさんの地域の方が関わる学校、ど

んどん地域に出て行く学校、そして地域が今まで以上に活性化することを目標に、今後も活動を

継続していく。 

 

 

  

 

 


